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T O P I X 

トピックス 
○入所待機者、検討会議 
○家族会総会 
○全国赤十字研修会 
 

入 所 待 機 者 が 決 定 し ま し た ！ 
 

 ５月１６日に、外部の第三者委員を交え、豊寿園に入所のお申し込みをいただいた方々の待機順位を決定する
入所検討会議をおこないました。今回、豊寿園にお申し込みをいただいた方々は７８名でした。 
 待機順位の進捗は、豊寿園のホームページで随時更新していますので、是非、ご確認ください。 

FRUIT  FULL TREE 

Ｖ Ｏ Ｌ    3 １ 

ト ピ ッ ク ス 
T  O  P  I  C  S 

家 族 会 総 会 が 行 わ れ ま し た ！ 

 
 

 ６月５日に、豊寿園家族会の今年度総会が行われ
ました。平成２７年度の決算や今年度の予算および
活動内容が審議され、今年度も敬老会での記念品
贈呈や、「看取り介護」をテーマに、１１月１１日に勉
強会を開催する事が決議されました。 

全 国 赤 十 字 老 人 福 祉 施 設 の 
研 修 会 が 行 わ れ ま し た ！ 

 
 ６月１６日、１７日の二日間で、全国にある９つの赤
十字が運営する特別養護老人ホームの職員を対象
にした研修会が豊寿園で行われました。当日は、福
岡大学病院の合馬先生による「レビー小体型認知
症」についての講演や、各部門の情報交換などが行
われました。 
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もっとクロス 
 
夏休み福祉体験講座 
松ヶ江北小学校交流１回、２回 
松ヶ江中学校での車いす体験 
松ヶ江北校区ウェルクラブ対象の認知症サポーター 

門司みなと祭り 
民生委員の視察研修 
統一ボランティアデイ清掃活動 

５月２２日 
門司北みなと祭り 
祝賀パレードに参加 
 

門司区赤十字奉仕団、
青少年赤十字加盟校
の皆さんとパレードに
参加して赤十字を 
ＰＲしました。 

５月１７日 
民生・児童委員の視察研修 
 

門司区内の民生・児童委員の方々
が視察研修に来園されました。園内
の見学や待機者の推移をなどの概
況を説明させていただきました。 

５月７日 
門司港レトロで地域清掃活動 
 

統一ボランティアデイの活動として、
北九州赤十字看護奉仕団じゅんの
会の皆さんと一緒に、北九州市内
の観光名所である門司港レトロの清
掃を行いました。 



デイサービスドライブ 
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○花見 
○買い物 
○バスハイク 
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○デイバスハイク 
○開園記念日 
○端午の節句 

豊寿園 

アルバム 
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あとがき 
 
 おかげさまで６月５日で豊寿園は２０年目を迎えま
した。今年度の豊寿園は、イベントの予定が盛りだく
さんです。今号でもお知らせしました、日赤職員の研
修会が終わったと思えば、次は園内行事の「敬老会」
「秋祭り」が続く予定です。そして、上記でお知らせ
していますように、12月には石飛先生の講演会も控え
ています。 
 各イベントの準備は本当に大変ですが、利用者様や
ご家族、またご参加いただく皆さんに喜んでいただく
ため、職員が一致団結して準備をしています。 
 職員が頑張って準備した各イベントはすべて、この
豊かな樹やホームページ等でもご紹介していきます。
今後も豊寿園の広報活動に乞うご期待ください。 
 
       平成28年度広報委員  森  英樹 

FRUIT  FULL TREE 
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今回表紙を
飾ってくれた
のは、事務課
主事の辻畑み
のりさんです。
大学を卒業し
たばかりの社
会人１年生で
す。 
毎日の慣れな
い勤務の中、
お休みを返上
して、屋外で
の撮影に参加
してくれまし
た。 

人事異動のお知らせ 
 
<7月1日より> 
○荒木 美奈 デイサービス管理者 ⇒ デイサービス管理者兼居宅介護支援専門員 
○城戸 匡美 居宅介護支援専門員 ⇒ デイサービス生活相談員兼介護職員 

石飛幸三先生 講演会開催のお知らせ 

いしとび・こうぞう 特別養護老人ホーム「芦花ホーム」常勤医。 
１９３５年、広島県生まれ。慶大医卒。東京都済生会中央病院副院長
などを経て、２００５年から現職。著書に『「平穏死」のすすめ』
（講談社）などがある。 

 豊寿園では、昨年度より園内で利用者様の安
らかな最期をお看取りする「看取り介護」に取
り組んでいます。 
 このたび、職員研修の一環として、“「平穏
死」のすすめ”などの著書でご高名な、特別養
護老人ホーム芦花ホームの石飛幸三先生をお招
きして下記のとおり講演会を開催することとい
たしました。 
 当日は、特養での看取り介護の意義や、先生
が携わってこられた看取りの実際などについて
ご講演いただく予定です。豊寿園の職員のみな
らず、ご家族や一般の方などへ広くご案内する
予定です。詳細は後日、あらためてお知らせい
たします。 

 
 

○日程 平成28年12月9日（金） 
○場所 ウェルとばた 中ホール 
     （福岡県北九州市戸畑区汐井町１−６） 

今回のCOVER GIRL 
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最
初
は
軽
い
う
つ
病
で
し
た
。
今
か
ら
9
年
程

前
、
お
寺
さ
ん
に
行
っ
た
時
、
お
坊
さ
ん
か
ら

色
々
話
を
聞
い
て
も
理
解
し
に
く
か
っ
た
り
、
上 

手
く
対
応
で
き
な
く
て
・
・
。
気
に
な
っ
た
の
で
近

所
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
し
た
ん
で
す
が
、
検
査

結
果
は
目
立
っ
た
異
常
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
『
何
で
そ
ん
な
所
に
行
か
な
い
け

ん
の
か
！
』
っ
て
本
人
が
嫌
が
っ
た
の
で
再
診
す
る 

の
に
1
年
半
程
か
か
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
間
は
、
大
き
な
声
で
怒
る
こ
と
が
多
く
て

介
護
が
大
変
で
し
た
。
思
う
よ
う
に
生
活
で
き

な
い
苛
立
ち
等
、
本
人
自
身
の
葛
藤
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
昔
は
決
ま
っ
た
コ
ー
ス
を
散
歩
す
る
の

が
日
課
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
一
人
で
帰
っ
て

来
れ
な
い
時
が
あ
っ
て
、
今
思
え
ば
、
そ
の
頃
か

ら
認
知
症
が
進
行
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
な
と 

分
り
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
頃
は
、
上
着
の
上
か
ら
肌
着
を
着
た
り
と
、

1
人
で
服
が
着
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
送
り
出
す
準

備
が
大
変
で
し
た
。 

 

そ
ん
な
様
子
の
主
人
を
自
宅
で
介
護
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
私
自
身
の
体
調
が
す
ぐ
れ
な
く
な
っ

た
の
を
機
に
、
息
子
達
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
入
居

さ
せ
て
く
れ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
探
す
事
に
し 

ま
し
た
。 

―
思
う
よ
う
に
生
活
で
き
な
い
苛
立
ち
等
、

本
人
自
身
の
葛
藤
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う―

 

今回インタビューに応じてくださった

椎葉 藤江 様  
グループホームへの入居や在宅介
護を経て豊寿園に入所されるまで
の体験談を語ってくださいました。 

あなたと向き合った日々 
HOUJYUEN × Family 

 今回、荒木施設介護係長のインタビューを受けてくださったのは、椎葉 藤江 様で
す。ご自宅での介護を経て、現在はご主人が豊寿園にご入所されています。 
そんな、椎葉様にご自宅での介護についてお聞きしました。 

―
 

最
初
の
う
ち
は
『
徘
徊
』
な
ん
て
頭
に
な

か
っ
た
で
す
。 ―

 

 

い
ざ
そ
う
決
め
て
か
ら
、
色
々
な
所
を
見
て
回

り
ま
し
た
。
ど
こ
も
色
々
と
違
い
が
あ
り
ま
し
た 

が
一
長
一
短
な
ん
で
す
ね･･･

。 
 

結
局
、
本
人
が
良
い
と
言
っ
て
い
た
所
に
1
年

程
入
居
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
本
人
が
ベ
ッ
ド
上

に
立
ち
上
が
っ
た
り
、
他
の
人
の
部
屋
に
誤
っ
て

入
る
等
の
困
り
事
が
出
て
き
た
時
や
、
胸
椎
を

圧
迫
骨
折
し
た
時
に
、
そ
ち
ら
の
職
員
さ
ん
の
説

明
や
対
応
に
釈
然
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で

「
や
っ
ぱ
り
、
で
き
る
限
り
家
で
介
護
を
続
け
よ

う
」
と
思
っ
て
自
宅
に
連
れ
て
帰
る
こ
と
に
し
ま 

し
た
。 

 

家
で
は
元
々
本
人
の
部
屋
が
２
階
に
あ
っ
た
の

で
す
が
、
1
人
で
上
が
る
と
階
段
か
ら
落
ち
な
い

か
、
と
心
配
で
し
た
。
そ
う
言
え
ば
、
真
夏
に
あ

り
っ
た
け
の
布
団
を
敷
い
て
、
そ
の
上
に
汗
だ
く

で
寝
転
が
り
な
が
ら
ギ
タ
ー
を
弾
い
て
い
る
の
を

見
た
時
は
、｢

こ
れ
が
認
知
症
の
症
状
な
ん 

だ･･･

」と
改
め
て
思
い
ま
し
た
ね
。 

 

最
初
の
う
ち
は
『
徘
徊
』
な
ん
て
頭
に
な
か
っ
た 

ん
で
す
。
あ
る
日
、
自
宅
か
ら
い
な
く
な
っ
て
、
近

所
の
方
か
ら
「
私
の
帽
子
を
被
っ
て
1
人
で
歩
い

て
い
る
の
を
見
た
」
、
と
連
絡
を
受
け
た
時
は
、
皆

で
手
分
け
し
て
探
し
回
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

結
局
そ
の
時
は
、
た
ま
た
ま
自
分
で
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
玄
関
に
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
た

の
で
す
が
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
鳴
っ
て
い
ま
し
た
。
同

じ
よ
う
な
事
が
繰
り
返
し
あ
り
ま
し
た
け
ど
、

今
思
え
ば
、
ど
の
時
も
、
遠
方
に
住
ん
で
い
る
本

人
の
兄
弟
と
電
話
で
話
し
を
し
た
後
だ
っ
た
ん
で

す
。
本
人
は
、
遠
方
に
住
ん
で
い
る
兄
弟
を
探
し 

歩
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

 

近
所
の
方
も
、
ご
親
族
の
認
知
症
介
護
の
経
験

が
あ
っ
た
そ
う
で
、｢

何
か
あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
相

談
し
て
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
と
て
も
理
解
の
あ 

る
方
達
で
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。 

 

徘
徊
は
、
家
で
介
護
を
続
け
る
う
え
で
本
当
に

大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。
ほ
ん
の
わ
ず
か
な

時
間
、
目
を
離
し
た
隙
に
1
人
で
出
か
け
て
行
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
。
本
人
の
安
否
だ
け
で
な
く
、

他
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
心
配
で
な
り 

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

幸
い
、
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
も
良
い
人
に
め
ぐ
り
会

え
て
、
そ
の
紹
介
で
豊
寿
園
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ 

の
後
、
豊
寿
園
に
入
所
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

入
所
が
決
ま
っ
た
と
連
絡
を
受
け
た
時
は
、
正

直
、
ホ
ッ
と
し
た
の
と
、
未
来
が
見
え
た
気
が
し

て
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
豊
寿
園
か
ら

そ
の
連
絡
を
も
ら
っ
た
夜
、
本
人
は
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
中
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
家
で
う
と
う
と
し
て

い
る
と
、
ハ
ッ
！
と
目
が
覚
め
て
「
主
人
が
居
な

い
！
警
察
に
電
話
・
・
・
」 

と
受
話
器
を
あ
げ
て
、

｢

そ
う
だ…

入
所
が
決
ま
っ
た
ん
だ
っ
た
。
家
に
居

な
か
っ
た
ん
だ･･･

」
と
、
混
乱
し
た
こ
と
を
覚
え 

て
い
ま
す
。 

 

豊
寿
園
は
家
族
も
行
き
や
す
い
場
所
で
す
。
面

会
が
終
わ
っ
て
帰
る
時
に
は
、
職
員
さ
ん
が｢

あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
っ
て
、
声
を
か
け
て
く

れ
ま
す
が
、
本
当
は
私
が｢

あ
り
が
と
う
」
っ
て 

思
っ
て
い
ま
す
。 

―
 

『
そ
う
だ…

入
所
が
決
ま
っ
た
ん
だ
っ
た
。

家
に
居
な
か
っ
た
ん
だ･･･

』と
・・―

 

椎葉様が会社勤めの頃のお写真。 
ギター等、多趣味な方だったそうです。  
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キャンペーン内容と豊寿園における
当時の活動の紹介 
自宅での備蓄等 

FRUIT  FULL TREE 
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豊寿園の歴史を彩ってきた職員達を、順番にご紹介してい
くコーナーです。 
３回目は、平成１３年に入職した職員３名をご紹介します。 

✖

上野美幸 ： 私はもともとは保育士をしていたのですが、次の就職先を探して
いる時に、職員を募集していることを知って、「初めての職種だけどやってみよ
う。」という気持ちで応募しました。母がヘルパーをしていた影響もあったと思い
ます。 
徳永 優 ： 私はニッセキと聞いてはいたのですが、ガソリン会社だと思ってい
ました（笑）。いろんな会社が介護業界に参入しているんだな、と…。 

―入職当時と今を比べ、どこが、どう変わりましたか？ ― 

奥水 薫 ： 私たちが入った頃は、“仕事は先輩たちを見て覚えろ”という感じ
で、今みたいにマニュアルなどはありませんでしたね。当時は、無我夢中でした
が、今は考えながら対応する余裕が出来たところが変わったところだと思います。
あとは、体重が増えたこと（笑）。 
上野美幸：白髪が増えたことと、目が悪くなってきたことですね（笑）。 
徳永 優 ： 当時は先輩たちから色々と教えてもらっていましたが、今では自
分にも後輩がたくさん増え、教える立場になったことですね。 
 

―入職当時と今とを比べると、どこが、どう変わったと思いますか？ ― 

大 森   久 嗣 
 

デイサービス生活相談員兼介護職員 

 
２８歳で嘱託職員として豊寿園に入
職。平成２４年からは生活相談員、
平成２７年からデイサービスにて勤
務。趣味はゴルフ。 

川  寄   明 
 

特養棟２階介護係副主任 

 
２９歳で嘱託職員として豊寿園に入
職。平成２６年からは副主任に。平
成２７年からは２階にて現職。野球
とゴルフが趣味の１児のパパ。 

森   英 樹 
 

介護長兼生活相談係主任 

 
２１歳で嘱託職員として豊寿園に入
職。平成２４年からは一時、東京都
にあるレクロス広尾で勤務。平成２
６年度に豊寿園へ戻り現職。 

川寄 明 ：当時は何も分からないまま怖い（？）先輩たちの言うとおりに業務をしてい
たように思います。今は、指導する立場にありますが、年齢の違う後輩たちに伝える難
しさを感じています。 
大森久嗣：体型が太って変わりました（笑）。あとは、昔と比べて多角的な視点をもって
介護する事の大切さに気付けたように思います。  

―これから豊寿園で成し遂げたいことは？ ― 

大森久嗣 ：地域に根差した施設であることと、利用者の方に、豊寿園を利用して良
かったと思える施設を目指していきたいと思います。 
川寄 明 ：地域に選ばれる施設、職員が働きやすい施設であるように頑張りたいと思
います。 
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 脱水症とは体にとって不可欠な体液が不足した状態のことです。単なる水分の不足ではなく、電解
質も同時に失われた状態のことです。水分と電解質は生命維持に不可欠な働きをしています。 
 
 水分が喪失すると→血液の不足、血流の低下→集中力の低下、食欲不振、電解質の喪失→骨や筋肉
から電解質が喪失→脚のつり、しびれ・脱力といった症状があらわれる危険があります。 

 

①口の中が乾燥している 
②口の中が白いものに覆われている 
③舌の赤身が強い 
④皮膚に張りがない 
⑤舌の表面に亀裂がある 
⑥手足が冷たくなっている 
 
などがあげられます。 
項目のうち２つ以上あてはまる場合は脱水症を疑います。 

。 

 

①なるべく暑さを避ける服装になる 
②扇風機などを使い、部屋の空気を入れ替える 
③我慢してクーラーを止めるなど、無理な節電をしない 
④高温多湿をさける 
⑤規則正しい栄養バランスと量を考えた食事 
⑥水分摂取はカフェインのないものが好ましく、また塩分も一緒にとりましょう 
（お茶なら緑茶よりも麦茶、OS1などの経口補水液） 

資料引用：教えて！「かくれ脱水」委員会 http://www.kakuredassui.jp/contact 
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資料引用：日本赤十字社「平成28年熊本地震日本赤十字社の活動」 より  
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 ４月に発生しました熊本地震では、4月14日、16日の2度にわたって最大震度7の大きな地震があ
り、その後に続く余震による不安から、車中泊やテント泊をされる方が多くいらっしゃいます。 
 日本赤十字社は発災当日から救護・支援活動を継続。現在は、海外赤十字社などから寄せられた
救援金を財源として、避難所などに避難している被災者（特に高齢者や母子などの要配慮者）を対
象に、健康支援事業を行っています。 
 また、避難生活の長期化により、エコノミークラス症候群などで体調を崩す方や、発災から２カ
月が経った現在も、先の不安を抱え、こころのケアを必要とされる方が多くいらっしゃいます。 

 支援活動が長期化していく中で、豊寿園の職員も現地の災害対策本部の応援要員として活動に参
加しました。 

 

荒木 施設介護係長 

（５月３日～６日の期間で現地にて活動） 
坂根 在宅介護係長 

（５月15日～19日の期間で現地にて活動） 
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